





































































































































































































































































特定の文字を使うようになります。例えば、ローマ帝国 ラテン語とラテン文字、イスラーム圏コーランをあらわすアラビア語とアラビア文字、インドのヒンドゥー教や仏教 結びついたサンスクリット語やパーリ語と ンド系文字、中 中国 と漢字など。こうした言語と文字の組み合わせが、後に、何らかの形で近隣諸国に伝わります。伝わり方としては、征服という形であったり、日本のように自ら望んで受け入れたような場合もあるでしょう。基本的には言語と文字がいつ セットになっています。日本だったら中国語と漢字のセットを、ペルシアだったらアラビア語とアラビア文字のセットを、 い 具合です。
ところがその後、ある程度時間が経つ




































































































































































































その史料を集めるために、信州下伊那地域を訪れた。村の古文書を読んでい 時、 「筰人別御改帳」という薄い冊子に出会った。江戸時代の人々は、キリシタンなど幕府が禁止した宗教の信者でないこと 寺に証明させるめに、必ずどこかの寺の檀家となり、宗門人別改帳に掲載されてい
村人とは別帳にされた「筰」とはどのよう
な人々か、この疑問が解けた は、それから二〇年余り経ってからであった。この文字も「ささら」と読ませ、芸能者である「簓」の
ことであった。村人とは別帳の人々、この「簓」の人々に注目することで、地域社会の見え方は全く変わり、視野が格段に開けるとになった。「簓」は、 「御百姓さまの家には、大人も子供も腰掛けること せず、庭に手をつきご挨拶をし、御百姓さまに面と向かってで ないときも、誰様と「様」をつけるよう いたします」と誓約 百姓身分の人々に「御」「様」をつけなければならない社会的地位置かれた。 「二季下され物 多少、善し悪しなど、文句をいいません」 、夏には麦、秋には米を、村人から施されたが 施物の質量に文句 いえなかった。しかし他方で「簓」は村と村人の安全 守る役割を果たしていた。 「毎日、御村中を廻ります」と村の番をし、博打の取締りから行き倒れの対応や遺体の埋葬までの「村役」 勤め、村の「下役」と呼ばれていた。
百姓身分の人々だけをみていては、地域社
会の現実を見過ごし しまう。研究を始めて二〇年後、 「簓」を通じて、社会の実体が見え始めた である。
北区西ヶ原の古ぼけた校舎の地下一階の
隅にロシア語学科の暗い教室があった。入学しても大学の受け直しを考えていたので、ロシア語学習に身がはいらない。いつも遅れて最後尾の席のド 近くに座った。 「黒川君。君だけがまだ活字体だけれど、 ったい筆記体はどうしたのかな」 「はい 今は過渡期です」クラスの皆はモスクワに到着しているが、まだカムチャッカあたりをうろうろしていた。
六〇名中二九名が最終専攻語学試験に合


























敬されているという点でも、日本 していると思います。ただし、日本の書道と違うのは、アラビア書道は芸術のひとつなので、書 ている途中で付け足 や修正ができることです。 わば、書道であると同時に、デザイン あり、生け花のようなものなの す。
アラビア書道を始めたきっかけ
私の祖父と父が小学校の先生で、生徒に












なりたいと思っているので 、最初からそうした作品が書けるわけではなく そこに至るまでには、長い時間をかけた基本の習得とともに、アラビ 語とイス 文化に対する深い理解が必要なの す。
アラビア書道の文化的な背景
アラビア書道の歴史とその発展は、いう




って作品を作ることができることです。文字そのものの美しさもさることながら、ひとつの単語でも、さまざまなスタイルでまったく異なる作品ができ というのは、アラビア書道独特 魅力だと思い す。
本当に美しい作品を見ると感化され、自





















表現実践』 （共著、 東京外国語大学出版会） 、
『パスポート日本語アラビア語辞典』 （共著、白水社）などがある。
イハーブ・アハマド・エベード
聞き手・構成
　
本誌編集部
アラビア書道入門
文字から広がる世界アラビア書道入門・図書室
4445
さて、いよいよイハーブ・アハマド・エベード先生にご指導を
いただき、本誌学生スタッフ二名がアラビア書道に挑戦します。
世界の文字にかんする文献・ウェブ案内
文字について書かれた日本語の本、ウェブサイトをご紹介します。ここに挙げた本は外大図書館
にも収蔵されていますので、ぜひ実際に手にとって、「文字」の歴史・文化を繙いてみてください。
世界の文字を知る
『世界の文字を楽しむ小辞典』　町田和彦編、大修館書店、2011
『図説 世界の文字とことば』　町田和彦編、河出書房新社、2009
『図説 アジア文字入門』　東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所編、河出書房新社、2005
『人間と文字』　矢島文夫監修、田中一光構成、平凡社、1995
『世界の文字の図典』　世界の文字研究会編、吉川弘文館、1993
『世界おもしろ図鑑“世界の文字”』　西田龍雄監修、みずうみ書房、1986
文字の歴史を考える
『文字の歴史　ヒエログリフから未来の「世界文字」まで』　スティーヴン・ロジャー・フィッシャー
著、鈴木晶訳、研究社、2005
『初期アルファベットの歴史』　ヨセフ・ナヴェー著、津村俊夫 他訳、法政大学出版局、2000
『文字の世界史』　ルイ＝ジャン・カルヴェ著、矢島文夫監訳、会津洋・前島和也訳、河出書房新社、
1998
文字論を読む
『文字贔屓』　河野六郎・西田龍雄、三省堂、1995
『文字論』　河野六郎、三省堂、1994
『言語学への開かれた扉』　千野栄一、三省堂、1994
文字の芸術に触れる
『東京国立博物館の名品でたどる　書の美』　島谷弘幸著、東京国立博物館監修、毎日新聞社、2013
『アラビア書道の宇宙　本田孝一作品集』　本田孝一、白水社、2006
『カリグラフィー　欧文書体の書き方100』　小田原真喜子監修、福本友美子訳、日本ヴォーグ社、
2004
●ウェブサイト
GICAS（ガイカス）　www.gicas.jp/
アジア・アフリカ言語文化研究所のプロジェクトのひとつ「アジア書字コーパスに基づく文字情報
学の創成」のウェブサイト。「文字情報学」「ことばと文字」「文字・データベース」「展覧会」などさま
ざまな観点から「文字」について考えることができる。
地球ことば村「世界の文字」　www.chikyukotobamura.org/muse/writing_systems.html
NPO 法人「地球ことば村・世界言語博物館」は、ことばとその多様性に関心のある市民と、言語学
者、人類学者など専門家が集まる文化運動体。サイト内の「世界の文字」では、世界各地の文字の歴
史や字形などについて詳しく解説されている。
もじもじカフェ　moji.gr.jp/cafe/
「もじもじカフェ」とは、文字や印刷の専門家と市民が、お茶を飲みながら気楽に話し合う催し。サ
イトでは開催情報が閲覧できる。イベントには、テーマに関心のある人なら誰でも参加できる。 
1 筆遣い指導中3 学生実践中
4
「
愛
」の字書道中
5
「
愛
」の字完成
2 筆遣い指導中
＊研究講義棟には、本学出身で日本を代表するアラビア書道家・本田孝一氏のすばらしい作品が飾られています。
１. まず、筆記具はカラム（アラビア語で筆、ペン）を使
います。カラムには竹や籐、葦などを用い、その先端
を斜めに切断してつくります。エベード先生は、安価
な万年筆の先端を切ってカラムにすることもあるそう
です。
２. カラムの先端を墨に浸して白い紙（表面がつるつる
した紙がよい）に書きます。初心者はまず、筆遣いに
慣れることが重要なので、点（ノクタ）を書く練習をし
ます。この点がきれいな菱形になるように。これが基
本中の基本。カラムの使い方に慣れないと文字を書く
ことはできません。課外授業ではまず、基本的なナス
ヒー体から教えています。黒板にチョークを削ってお
手本を書き、そのお手本に基づいて学生が書く。一文
字からはじめて次は二文字、というように段階的に教
え、学生が書いたものを一対一で添削指導しています。
エベード先生のご指導を受けて、学生が挑戦してみま
す。最初は思うようにできませんが、練習を繰り返す
うち、少しずつ書けるようになります。学生が書いて
いるあいだにも、先生の指導が入ります。学生いわく
｢一見、簡単にできそうですが、いざやってみるとなか
なか難しい。日本の書道のようにはいきませんね。で
もおもしろい｣。早く文字を書いてみたい、という気持
ちをぐっとこらえ、練習に勤しむことが大切です。
学生スタッフのリクエストを受けて、エベー
ド先生が ｢愛｣のアラビア文字を書いてくだ
さいました。独特のカシーダは、このように
使える文字と使えない文字が決まっている
そうです。
アラビア語で ｢愛｣を意味する作品の完成で
す。短時間では、文字を書くところまでい
きませんでしたが、先生、ご指導ありがと
うございました。
３. 次に、アラビア文字に特徴的な線（カシーダ）を書
きます。カラムを墨にしっかり浸して、先端を紙に並
行して付け、力を入れて線を引きます。力加減を一定
に保たないと、線が途中でかすれたり曲がったりして
しまいます。こうした単純な練習を繰り返して、カラ
ムの使い方に慣れるのです。
アラビア
書道に
挑戦！
図書室
